




















































































































・１回目 2018 年（平成 30 年）６月下旬。
















１回目（いろは歌） 155 名 172 名















高２ 136 人 14 人 4 人 154 人
88 ％ 9 ％ 3 ％
高３ 145 人 24 人 3 人 172 人
84 ％ 14 ％ 2 ％
総計 281 人 38 人 7 人 326 人







「ん」を含めた 48 文字を正しく筆記できた者の割合は 5.8％。「す」まで
の 47 文字を正しく筆記できた者を含めても約 20％である。








































































































































































































































































































































































































































































































































た平均正答数 35 字に達していない者が合計 67 名と全体の約 20％、「は
い」と回答した者 281 名の 29％にのぼる。
　一方「いいえ」と回答した者で 35 字以上を正答した者は「いいえ」































































































































































































高２（162 人） 29 人 131 人 2 人
18 ％ 80 ％ 2 ％
高３（170 人） 16 人 153 人 1 人
9 ％ 90 ％ 1 ％
全体（332 人） 45 人 284 人 3 人
14 ％ 85 ％ 1 ％
　次に各文字別の正答率を《表８》で表した。
　文字別の正答率をみると、10％を越えるのは「伊」・「呂」のみ。「保」・
「和」・「宇」が８～９％前後の正答率がある以外はほぼ５％以下の正答率
で字源を記憶している者が少ないことがわかる。
７　平仮名の字源の誤回答の傾向
　字源を筆記する欄は空欄や白紙の回答が目立ったが、記入された回答
の中で、目に付いた誤回答を《表９》で示した。
　「以」を「伊」、「安」を「亜」と回答した例が 30％前後みられたのが、
特徴的な誤答であった。字源を知らないで、回答を試みた場合の１傾向
とみられよう。
【4】―まとめ―
　「いろは歌」の認知度と記憶度、および平仮名の字源の認知度と記憶
度をアンケートによって調査したわけだが、当初の予想よりも「いろは
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《表６》グラフ
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《表８》
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《表９》
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歌」は認知はされていることが確認できた。
　一方で「いろは歌」を筆記できるかという点では不完全な記憶に留ま
る者の割合が多い点は予想どおりであった。
　また、平仮名に字源があるということの認知度の低さも予想されたと
おりであり、当然字源となる漢字が何であるかを知らない者の割合が多
数を占める結果となった。
　「いろは歌」を正確に筆記できるようにすることは、古典の学習の観
点からも、書道の授業において丁寧に行う必要性、重要性を改めて強く
感じた。また、日常使用している平仮名がどのようにして成立したかを
知識として正しく知っておくべきであろう。
　特に将来、国語教員、書道教員を目指す者にとっては欠くべからざる
基礎知識であることから、仮名導入期の学習として役立てる為のプリン
トを作成した。
〈2〉　「いろは」とその字源の学習プリント作成
１　作成目的
・高等学校「書道」の教員免許を取得する予定の学生や高等学校で「書
道Ⅰ」を選択した生徒が限られた時間の中で効率的に仮名の書法を習
得し、発展的学習に進めることを目的として作成した。
・仮名導入期の学習副教材として活用される目的で作成した。
２　作成方針
・仮名および字源の変体仮名の文字は高野切第三種および同系統の文字
を配するようにして作成した。
・文字は「かな名跡大字典」から採った。
・各文字の左脇に現行の平仮名および字源となる漢字を配置した。
・「いろは歌」として覚えられるよう、各頁のおわりは歌の句切れとし
た。
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・判型はＡ４判とした。
１マスは 2.2 ｍｍ、十字リーダー入りの升目に文字を配置し、文字の
線の位置がわかり易いようにした。（市販の「国語 10 マス十字リーダ
ー入り」とほぼ同じサイズとし、ノートで硬筆による反復練習ができ
るようにした。）
３　学習方法
・仮名単体を１文字２回ずつ練習する。現行の平仮名との違いに注意し
ながら主に字形を学ぶ。
・変体仮名は左上に配置してある漢字を確認しながら１文字２回ずつ練
習する。漢字からの省略、変形を学ぶ。
・全 15 回の授業を想定した場合。半分を仮名、半分を変体仮名の練習
にあてれば、７～８回繰り返し学ぶことが出来、毛筆、硬筆に分けて
も３～４回繰り返すことが出来る。
・使用する筆記用具は毛筆は仮名用の筆、硬筆では筆圧を調整しやす
く、書き直しができる２Ｂ～４Ｂ程度の鉛筆を推奨する。
・毛筆では下に毛氈を敷いて書き、硬筆の場合は下に毛氈ではなく、硬
筆用の下敷きなどを使用して適度な弾力をもたせることを奨める。
４　学生に示す参考書
・植村和堂編『書道技法講座高野切第三種』1970 年二玄社
・『高野切第三種』1979 年清雅堂
・日本名跡叢刊『高野切古今集第三種』1980 年二玄社
・拡大かな選集『高野切第三種』1981 年二玄社
・松本春子著　かな名跡講座『高野切第三種』1981 年
日本習字普及協会
・原色かな手本『高野切第三種』1982 年二玄社
・日本名筆選『高野切第三種』1993 年二玄社
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・森岡隆著『かなの成り立ち事典』2006 年教育出版
・小松茂美著『かな』1968 年岩波新書
・小松英雄著『いろはうた』1979 年中公新書
・山口謡司『日本語の奇跡』2007 年新潮新書
・山口謡司『〈ひらがな〉の誕生』2016 年　KADOKAWA
〈3〉　学習プリント案　―「いろは」単体と字源―
プリントの構成（全５枚）
・はじめに
・本プリントの目的と習い方
・仮名を学ぶための教科書・参考書　１頁
・仮名―単体　字源の変体仮名―単体（各々１文字２回ずつ練習する）
２～５頁　〈以下に縮小して掲載〉
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